
　
65
歳
以
上
の
方
︵
第
１
号
被
保
険

者
︶
を
対
象
に
、
介
護
保
険
料
額
決

定
通
知
書
︵
納
入
通
知
書
︶
を
７
月

上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
介
護
保
険
料

の
納
め
方
な
ど
詳
し
く
は
、
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
た
な
介
護
保
険
施
設
の
入
所
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
の
際
、
所

得
の
状
況
で
食
費
や
居
住
費
が
減
額

さ
れ
る
認
定
証
は
、
毎
年
８
月
に
更

新
し
ま
す
。
現
在
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た

の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
規
に
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
　
市
・
都
民
税
非
課
税
世
帯

　
の
方
か
生
活
保
護
受
給
の
方

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
は
、
対
象
外
で
す
。

　●

世
帯
分
離
し
た
場
合
で
も
、
配
偶

　
者
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

　●

預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
の
場
合

　
１
千
万
円
超
、
夫
婦
の
場
合
２
千

　
万
円
超
の
方

▽
対
象
施
設
　
介
護
老
人
福
祉
施

　
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

　
療
養
型
医
療
施
設
、
地
域
密
着
型

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど

▽
申
請
方
法
　
申
請
用
紙
、
預
金
通

　
帳
な
ど
の
写
し
、
現
在
お
持
ち
の

　
認
定
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　
︵
新
規
の
み
提
示
︶
を
お
持
ち
の

　
上
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
は
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
﹂
の
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動

は
、
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
市
で
は
、
保
護
司
の
方
で
構
成
す

る
推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
の
ぼ
り

旗
の
掲
出
、
駅
頭
で
の
広
報
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。
駅
頭
で
の
広
報
活

動
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
地
域
の
方
々

と
と
も
に
中
学
生
も
参
加
し
、
活
動

　
介
護
保
険
の
自
己
負
担
割
合
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の
所

得
な
ど
︵
図
の
と
お
り
︶
で
負
担
額

が
変
わ
り
ま
す
。
﹁
介
護
保
険
負
担

割
合
証
﹂
を
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
必
ず
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
割
合
証
は
、

　
個
人
情
報
を
含
む
た
め
、
ご
自
身

　
で
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な
ど
し
て
破

　
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
高
齢
者
支

　
援
課
か
五
日
市
出
張
所
の
窓
口
に

　
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
は
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
の
い
る
世
帯
主
に
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
納
入
通
知
書
は
、
被
保
険
者
全

し
ま
す
。

▽
駅
頭
広
報
活
動

　●

日
時
…
７
月
３
日
㈪
　
午
前
７
時

　
〜
８
時

　●

場
所
な
ど
…
東
秋
留
駅
、
秋
川

　
駅
、
武
蔵
増
戸
駅
、
武
蔵
五
日
市

　
駅
で
広
報
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

　
ュ
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
活
福
祉
課
庶
務
計
画

　
係
︵
直
通
５
５
８
・
１
９
２
７
︶

員
に
、
７
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま
で
に

送
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
通
知
書

に
同
封
し
て
あ
る
し
お
り
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　

　●

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と

　
…
保
険
年
金
課
保
険
税
係

　●

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
関
す

　
る
こ
と
…
保
険
年
金
課
後
期
高
齢

　
者
医
療
係

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
に
﹁
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
差
額
通
知
書
﹂
を
年
３
回
送
付

し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

額
の
軽
減
や
医
療
費
の
増
加
が
抑
制

さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
　
新
薬
︵
先
発
医
薬
品
︶
を

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
︵
後
発
医

　
薬
品
︶
に
切
り
替
え
た
場
合
に
、

　
１
０
０
円
以
上
の
自
己
負
担
額
が

　
軽
減
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
方

※
１
回
目
は
平
成
29
年
４
月
診
療
分

　
の
薬
代
を
基
に
計
算
し
、
７
月
中

　
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

※
薬
の
種
類
で
、
計
算
の
対
象
外
と

　
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
切
り
替
え
る
際
の
注
意
事
項

　●

処
方
箋
が
必
要
で
す
。
必
ず
、
医

　
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

　
さ
い
。

　●

医
師
の
判
断
に
よ
り
、
切
り
替
え

　
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　●

薬
局
に
、
切
り
替
え
可
能
な
薬
が

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
希
望
シ
ー
ル
の
配
布
　
ジ
ェ
ネ
リ

　
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
旨
を
表

　
記
し
た
シ
ー
ル
を
窓
口
で
配
布
し

　
て
い
ま
す
。
保
険
証
な
ど
に
貼
っ

　
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
国
保
係

（３）　平成29年（2017年）７月１日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

フリーダイヤル☎0120－558－540［市内固定電話から利用可（050から始まる一部のIP電話を除く）］、有料ダイヤル☎558－7777（携帯
電話など、その他の電話から利用可）※下校時の放送など定期的に放送しているものを除き、放送の24時間後まで聞くことができます。

防災行政無線放送を
電話で確認できます

申
請
・
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課

介
護
保
険
係
（
直
通
５
５
８
・
１

９
６
９
）

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

第
67
回
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
〜
犯
罪
や
非
行

　
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
定
通
知
書
・
納
入
通
知
書
を
送
り
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
差
額
通
知
書
を

　
　
　
　
　
　
送
り
ま
す

介
護
保
険
料
額

　
決
定
通
知
書
を
送
り
ま
す

介
護
保
険
負
担
限
度
額

　
　
認
定
証
の
更
新
・
申
請

介
護
保
険

　
　
　
負
担
割
合
証
の
更
新

国民健康保険のお知らせ

国民健康保険高齢受給者証を更新します

　「国民健康保険高齢受給者証」は、70歳の誕生日

の翌月（１日生まれの方はその月）から使用してい

ただくもので、毎年８月に更新します。対象の方に

は７月下旬までに新しい受給者証を送付します。有

効期限の切れた受給者証は、個人情報を含むため、

ご自身でハサミを入れるなどして破棄していただく

か、保険年金課か五日市出張所の窓口にご返却くだ

さい。

後期高齢者医療制度のお知らせ

負担割合が変更になる方へ後期高齢者
　　　　　医療被保険者証（保険証）を送付します

　「後期高齢者医療被保険者証」は、75歳以上の方

（一定の障がいがあると認定された65歳以上の方を

含む）に使用していただくものです。８月以降、一

部負担金の割合の変わる方にのみ、７月下旬までに

新しい保険証を送付します。今までの保険証は、個

人情報を含むため、保険年金課か五日市出張所の窓

口に必ずご返却ください。

負担割合が３割の方へ

負担割合が変更になる方へ後期高齢者
　　　　　医療被保険者証（保険証）を送付します

　「国民健康保険高齢受給者証」と「後期高齢者医

療被保険者証」の負担割合が３割の方は、申請する

ことで、負担割合が１割または２割になる場合があ

ります。同じ世帯で70歳以上の方の収入金額の合計

が、２人以上で520万円未満、１人で383万円未満

の場合は、申請してください。

「限度額適用・標準負担額減額認定証」を更新します

　高額な診療を受ける際に窓口負担が軽減される認

定証は、毎年８月に更新します。現在認定証をお持

ちの方で、８月以降も交付対象となる方には７月下

旬までに新しい認定証を送付します。有効期限の切

れた認定証は、個人情報を含むため、ご自身でハサ

ミを入れるなどして破棄していただくか、保険年金

課か五日市出張所の窓口にご返却ください。

「限度額適用認定証」または「限度額適用・
　　　　　　　標準負担額減額認定証」を更新します

　現在お持ちの方には、認定証の交付申請書を送付

します。８月以降も認定証が必要な方は、市役所に

申請してください（郵送でも可能です）。有効期限

の切れた認定証は、個人情報を含むため、ご自身で

ハサミを入れるなどして破棄していただくか、保険

年金課か五日市出張所の窓口にご返却ください。

※保険税に未納のある世帯の方は、申請できません。

※70歳以上の方は、市・都民税非課税世帯のみ対象

　です。課税世帯の方は、「高齢受給者証」が認定

　証の代わりとなりますので、申請の必要はありま

　せん。

○手続きに必要なもの　申請書、保険証、はんこ、

　マイナンバーの通知カードかマイナンバーカー

　ド、現在お持ちの認定証

○申請場所　保険年金課、五日市出張所（五日市出

　張所での申請は後日郵送となります）

○問合せ　保険年金課国保係


